
 

 

 

 

 

 

阪神と尼崎市は、小田南公園での阪神タイガースファーム施設等の 

整備事業に関する基本協定を締結しました 

 

尼崎市は、５月 21 日に阪神電気鉄道株式会社と株式会社阪神タイガースの三者（以下、総称して

「関係三者」といいます。）で、小田南公園の整備・管理運営の実現に向けて、基本協定書を締結いた

しました。 

これまでも、本市では交流人口の増加や南部地域の活性化とともに、スポーツ振興の推進や観光の

目玉施設として、小田南公園での阪神タイガースファーム施設の誘致の可能性について地域住民をは

じめとする関係者のご意見を踏まえ検討を進めてまいりました。 

今後も引き続き、関係三者で相互に協力して阪神タイガースファーム施設の移転実現に向けて、取

り組みを進めていきます。 

 

 

１ 協定名称と締結日 

協定名称 ： 「小田南公園整備事業に関する基本協定書」（別紙１のとおり） 

締 結 日 ： ５月21日（なお、本事業の実施期間は供用開始日から40年間） 

 

２ 基本協定の主な内容 

 ▼阪神電鉄は、小田南公園北側の公園供用部分（第１工区）に、（仮称）タイガース野球場、（仮称）

タイガース練習場、（仮称）小田南公園野球場及び一般園地を建設し、尼崎市に寄附する。尼崎市

は、この部分に関する営業権を阪神電鉄に付与する。 

 ▼阪神タイガースは、（仮称）タイガース野球場及び（仮称）タイガース練習場を専用使用する。 

▼阪神電鉄は、小田南公園南側の公園未供用部分（第２工区）に、室内練習場、選手寮・クラブハ

ウス、駐車場等を建設し、阪神タイガースが専用使用する。 

▼関係三者は、公園施設等を活用し、尼崎市の地域活性化のための連携イベント実施等について相

互に協力する。 

▼供用開始日は、令和７(2025)年２月１日までの間を目途として関係三者が別途協議のうえ定める。 

※ 整備イメージ図は別紙２のとおり。 

 

３ 今後の予定 

令和３年12月   負担付き寄附の議案提出 

令和４年12月   工事着工 

令和７年 ２月   供用開始 

 

以 上 

令和３年５月 21日 

所属名 経済活性課 公園計画・21世紀の森担当 

所属長名 藤田 彰 春田 孝文 

電話番号 06－6489－6670 06－6489－6530 
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小田南公園整備事業に関する基本協定書 

 

 阪神電気鉄道株式会社（以下「甲」という。）、株式会社阪神タイガース（以下「乙」という。）及び

尼崎市（以下「丙」といい、甲、乙及び丙を総称して「関係三者」という。）は、丙が地域経済の活性

化のために兵庫県尼崎市杭瀬南新町所在の小田南公園（以下、小田南公園北側の公園供用部分を「第

１工区」、小田南公園南側の公園未供用部分を「第２工区」という。）に乙のファーム施設を誘致する

こと、並びに、関係三者が連携して小田南公園を整備のうえ管理運営すること（以下総称して「本事

業」という。）の実現に向けて、以下のとおり基本協定書（以下「本協定書」という。）を締結する。 

 

（本事業の目的） 

第１条 本事業は、関係三者が相互に連携・協力し、小田南公園の再整備と乙のファーム施設の誘致

によって、丙の地域経済の活性化、丙のスポーツ文化の振興、市民の健康増進、甲の沿線地域の活

性化、乙の選手育成機能の強化等を図ることを目的とする。 

  

（本事業の内容と役割分担） 

第２条 関係三者は、本事業の内容と各当事者の役割の骨子について、本協定書のとおり合意する。

なお、詳細な内容やスケジュールについては、関係三者の今後の協議と合意によって決定する。 

２ 甲は、丙が次項各号の事由を合意・実現・維持することを前提条件として、小田南公園に現在存

在する施設を解体・撤去した後、第１工区に（仮称）タイガース野球場、（仮称）タイガース練習場、

（仮称）小田南公園野球場及び一般園地（以下総称して「公園施設」という。）をそれぞれ建設し、

これらの公園施設を公共の施設として丙に寄附する。 

３ 丙は、甲から前項記載の寄附を受ける前提条件として、次の各号の事由を合意及び実現する。な

お、丙は、第１号及び第２号については小田南公園の開業・供用開始日（以下「供用開始日」とい

う。）から４０年を経過する日（以下「供用開始後４０年経過日」という。）までの間、第３号につ

いては本協定書の締結から供用開始後４０年経過日までの間、及び第４号については別途関係三社

が合意する期間、各号記載の事由を維持・継続するものとする。 

（１） 第１工区に関する営業権を甲に付与し、十分に行使できるようにすること。 

（２） 甲から寄付を受けた（仮称）タイガース野球場及び（仮称）タイガース練習場を甲及び乙に

専用使用させること。ただし、甲及び乙が除外日として認めた日はこの限りではない。 

（３） 第２工区の土地の一部を甲に賃貸すること、当該賃貸土地への「室内練習場」「選手寮・ク

ラブハウス」「駐車場」等（以下総称して「室内練習場等」という。）の建設を甲に認めるこ

と、及び、乙が室内練習場等を専用使用することを甲及び乙に認めること。 

（４） その他、関係三者が合意した事項 

４ 関係三者は、公園施設等を活用し、丙の地域の活性化のための連携イベントの実施等について相

互に協力する。 

 

（本協定書の解除等） 

第３条 本協定書の解除等については、関係三者が協議のうえ別途合意をもって定めるものとする。 
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（本事業の開始日と事業期間） 

第４条 本協定書に基づく供用開始日は、２０２５年２月１日までの間を目途に関係三者が別途協

議のうえ定めることとし、本事業の実施期間は、供用開始日から４０年間とする。 

 

（その他） 

第５条 本協定書の約定内容に関して疑義が生じたとき、又は本協定書に定めのない事項については、

関係三者が誠実に協議のうえで、これを定めるものとする。 

 

 本協定書の締結を証するため、本書３通を作成し、関係三者が記名押印のうえ、各自その１通を保

有する。 

 

 ２０２１年 ５月２１日 

甲 大阪市福島区海老江１丁目１番２４号 

阪神電気鉄道株式会社 

代表取締役・社長    秦  雅夫 

 

乙 兵庫県西宮市甲子園町２番３３号 

   株式会社阪神タイガース  

代表取締役・取締役会長兼社長 藤原 崇起 

 

丙 兵庫県尼崎市東七松町１丁目２３番１号 

尼崎市  

尼崎市長       稲村 和美 




